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石
灰
質
資
材
の
散
布
で
収
量
UP

！ 

  

昨
年
度
の
１
番
草
は
、
適
期
刈
り
で
き

た
ほ
場
で
は
平
年
よ
り
低
収
量
の
傾
向

で
し
た
。
低
収
量
の
要
因
に
は
、
土
壌
の

酸
性
化
と
生
育
期
（
５
月
頃
）
の
干
ば
つ

が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。 

 

対
策
と
し
て
、
今
回
は
草
地
へ
の
石
灰

質
資
材
の
散
布
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

１ 

地
域
の
現
状 

 

釧
路
管
内
の
あ
る
地
域
で
平
成

28

年

に
全
筆
土
壌
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
石
灰
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
（
図
１
）
。 

 

２ 

散
布
有
無
の
比
較 

 

石
灰
が
足
り
な
い
場
合
に
は
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

炭
カ
ル
施
用
区
と
無
施
用
区
を
比
較

し
、
更
新
後
６
年
で
無
施
用
区
で
は
収
量

が
８
割
程
度
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
試
験

結
果
が
出
て
い
ま
す
（
図
２
）
。  

 

３ 

干
ば
つ
時
の
影
響 

 

ま
た
、
土
壌
水
分
が
少
な
い
場
合
に
は

酸
性
土
壌
で
特
に
低
収
と
な
る
試
験
結

果
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）
。
酸
性
土
壌
と
は

低
pH

を
指
し
ま
す
。 

適
正
な

pH

を
保
っ
て
い
る
草
地
で
は

干
ば
つ
時
の
影
響
が
少
な
い
で
す
が
、
低

pH

と
な
り
酸
性
化
し
た
草
地
で
は
収
量

低
下
の
程
度
が
大
き
く
な
り
ま
す
。 

 

      

４ 

石
灰
の
散
布
タ
イ
ミ
ン
グ
と
散
布
量 

 

春
施
肥
の
場
合
、
化
学
肥
料
散
布
後
１

～
２
週
間
で
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

量
は
、
pH

5.5

～
6.0

の
場
合
、
現
状
の

pH

を
維
持
す
る
た
め
に
は
炭
カ
ル
で
１

年
間
、
10

a

当
た
り
40

kg

必
要
と
な
り

ま
す
。
２
～
３
年
分
の
一
括
施
用
も
可
能

で
す
が
、
雨
で
流
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
毎
年
施
用
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。 

 

５ 

事
例 

 

平
成
28

年
に
土
壌
分
析
を
行
い
、
土
壌

中
の
石
灰
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

Ａ
農
家
で
は
、
今
ま
で
利
用
し
て
い
な
か

っ
た
石
灰
質
資
材
を
散
布
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

平
成

28

年
に
は
基
準
値
未
満
の
ほ
場

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
平
成
30

年
の
秋

に
土
壌
分
析
を
再
度
行
っ
た
結
果
、
約
半

分
の
ほ
場
で
石
灰
が
基
準
値
内
と
な
り
、

石
灰
・
苦
土
比
も
基
準
値
と
な
る
ほ
場
が

増
え
ま
し
た
。
（
図
４
） 

 

 

土
壌
分
析
を
行
い
、
pH

や
石
灰
含
量
を

確
認
し
、
石
灰
の
定
期
的
な
施
用
で
、
良

質
粗
飼
料
を
生
産
し
ま
し
ょ
う
。 

土
壌
水
分
が
少
な
い
ほ
ど
、
土
壌
溶

液
中
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
濃
度
が
特
に
高

濃
度
に
な
る
＝
低
収
量 

図１ 平成 28年土壌分析結果（n＝110） 

図２ 炭酸カルシウム連年施用効果 

（宝示戸ら 1987） 

図３ 経年的酸性草地における牧草生育と

降水量の関係（宝示戸、西宗、土肥誌、1990） 

図４ 土壌診断基準値ほ場割合の推移（Ａ農家） 


